
慣れる過程

聞いたり繰り返したりして、
音声やリズムに慣れる。

生かす過程

学習した表現やジェスチャー
を活用する。

「のびのびコミュニケーション
タイム（聞こう・話そう）」
・教師の思いを聞く
・児童が自主的に話す

「のびのびコミュニケーション
タイム（聞こう）」

・身近な英単語や表現にふれる

広げる過程

お互いの思いや考えを
伝えあう。

「のびのびコミュニケーション
タイム（伝えあおう）」

・児童どうしで伝えあう

課題
児童どうしの伝えあい活動の中で、慣れ親しんだ
表現の活用度を、より具体的に見取る手だてが
必要です。

ペア活動だけでなく、小グループでの発表や質疑
など、新たな伝えあいの形態を取り入れることが
必要です。

成果
• 授業内に「のびのびコミュニケーションタイム」を取り入
れ、活動の時間を十分に設けたことは、英語の音声や
表現に慣れることができ、思いを伝えあおうとする態度
を育成できました。

• 伝えあう活動は、相手のことを理解する喜びや自分のこ
とを理解してもらえる喜びを相手と共有する活動とする
ことができました。

“I want to～.”を使
うと、「～したい」と
伝えられるんだね。

先生の体験談が分
かったよ。自分も

”I want to ～.”を使っ
て言えるようになっ

てきたよ。

“Why?”と聞かれたか
ら、”Because～．“を
使って答えたよ。お互
いのことが分かると、
うれしくなるね。

○思いを伝えあおう
とする態度が育ち
ました。

○お互いを理解する
喜びを共有できま
した。

ゲーム活動は好きなんだけど・・・。

ゆっくり話す時間があれば、英語
で伝えてみたいな。

児童の実態

英語を使って伝えあう活動に
積極的に取り組めない。

伝えあう喜びを共有することのできる児童
を育成する外国語活動の工夫

－「のびのびコミュニケーションタイム」を取り入れて－
小学校外国語活動班 大関 久美子（小学校教諭）


